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鷹巣阿仁地域自殺予防の集い／市長日誌

　「
第
33
回
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」

が
11
月
28
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
市
民
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、

医
師
や
介
護
福
祉
士
の
講
演
で「
認
知
症
」

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
は
、社
団
法

人
大
館
北
秋
田
医
師
会（
佐
藤
祥
男
会
長
）

主
催
。
地
域
住
民
の
方
々
と
一
堂
に
会
し
、

身
近
な
医
療
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
佐
藤
会
長
は
「
認
知
症
は
早
期
に
発
見

し
、適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
、進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
し
い
知
識
を
得

て
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
た
か
の
す
今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
伊
藤
研

一
院
長
が「
認
知
症
」と
題
し
て
講
演
。
伊

藤
院
長
は
「
認
知
症
は
大
き
く
分
け
る
と

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
お
こ
る
脳
血
管
性

型
の
も
の
、
脳
細
胞
に
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
の
も
の
に
分
類
さ
れ
る
」
と
説
明
。

ま
た
、「
認
知
症
の
家
族
を
恥
ず
か
し
い
と

考
え
、
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

家
の
中
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強

い
。
症
状
に
よ
り
、
改
善
す
る
薬
も
あ
る

の
で
医
療
機
関
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
認

知
症
は
老
化
の
一
部
と
考
え
、
受
け
入
れ

る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
講
演
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、（
財
）
た
か
の
す
福
祉
公
社
の

佐
藤
真
介
護
福
祉
士
が「
認
知
症
、在
宅
介

護
の
実
際
」と
題
し
て
講
演
。佐
藤
さ
ん
は

「
認
知
症
の
方
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
一

方
的
に
否
定
し
た
り
、
物
事
が
で
き
な
い

か
ら
と
急
が
せ
た
り
、
子
ど
も
扱
い
し
た

り
な
ど
対
応
を
誤
る
と
、
本
人
に
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
、萎
縮
し
た
り
、激
高
し
た
り
、

突
発
的
な
行
動
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。

本
人
に
で
き
る
こ
と
見
つ
け
て
あ
げ
て
、

少
し
ず
つ
行
動
に
う
つ
し
、
自
信
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
切
。
で
き
な
い
行
動
に
家

族
が
理
解
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。 

▲市民ら約２５０人が参加し、認知症について

理解を深めた「地域の医療を考える集い」 

　
北
秋
田
市
の
心
配
ご
と
相
談
事
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民

公
開
講
座
が
12
月
２
日
、市
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、相
談
員
や
民
生
児
童
委
員
、地

域
住
民
ら
約
１
５
０
人
が
自
殺
予
防
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
各
地
域
ご
と
に
相
談

員
を
配
置
し
、
住
民
の
方
々
が
少
し
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
身
近
な
心
配

ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、平
成
17
年
か
ら
市
が
社

会
福
祉
協
議
会（
高
坂
　
治
会
長
）に
事
業

を
委
託
す
る
形
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
は
開
催
方
法
を
統
一
す
る
こ

と
で
利
便
性
を
高
め
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
藤
里
町
・
曹
洞
宗
月
宗
寺
住
職
の
袴
田

俊
英
さ
ん
が
、「
幸
せ
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
し
ま
し
た
。袴
田
さ
ん
は
、「
昔
は
、民

家
の
縁
側
に
人
が
集
ま
り
世
間
話
を
し
て

い
た
。そ
の
後
、公
共
施
設
な
ど
を
会
場
に

飲
み
な
が
ら
話
を
聴
く
場
所
も
設
け
た
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
家
で
聴
い
て
も
ら

え
な
い
話
を
こ
こ
で
は
延
々
と
話
す
が
、

そ
の
こ
と
で
気
持
ち
を
発
散
さ
せ
て
い
る
」

と
述
べ
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
人
に

相
談
し
、
共
同
で
解
決
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
で
生
き
る
こ
と
の
意
味
が
出
て
く

る
、と
語
り
か
け
ま
し
た
。 

【
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
催
に
つ
い
て
】 

■
開
催
日
時 

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
10
時
〜
15
時 

■
各
地
域
の
担
当
曜
日 

　
月
曜
・
金
曜
＝
鷹
巣
地
域
／
火
曜
＝
森

　
吉
地
域
／
水
曜
＝
阿
仁
地
域
／
木
曜
＝

　
合
川
地
域 

■
対
応
方
法  

　
▽
電
話
　
62-

６
８
６
８ 

　
　
　
　
（
４
地
域
と
も
同
じ
）  

　
▽
面
談
の
場
合
は
右
記
に
電
話
し
、
予

　
　
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

　
２
カ
月
に
一
度
定
期
開
催
し
ま
す
。 

　
日
時
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▲約１５０人が耳を傾けた北秋田市心配ごと

相談事業公開講座 

心配ごと相談事業市民公開講演会／第３３回地域の医療を考える集い

　
「
高
齢
者
の
自
殺
を
な
く
そ
う
!!
〜
鷹

巣
阿
仁
地
域
自
殺
予
防
の
集
い
」
が
11
月

26
日
、
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、約
１
０
０
人
の
参
加
者
が
、心
の
健
康

に
つ
い
て
の
講
演
や
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
の

活
動
発
表
を
聴
き
、
自
殺
予
防
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
鷹
巣

阿
仁
福
祉
環
境
部
の
豊
島
優
人
部
長
が
、

秋
田
県
や
鷹
巣
阿
仁
地
域
の
自
殺
の
現
状

な
ど
に
触
れ
、「
管
内
の
平
成
19
年
中
の
自

殺
者
は
15
人
。
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
は
平

成
11
年
を
最
高
に
徐
々
に
低
下
し
て
い
る

が
、
秋
田
県
の
自
殺
率
は
依
然
と
し
て
全

国
で
ト
ッ
プ
。
県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
ず
は
一
人
ひ

と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」、な
ど
と

あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、
秋
田
大
学
医
学
部
保
健
学
科

の
湯
浅
孝
男
教
授
が
、「
高
齢
者
の
自
殺
を

防
ぐ
た
め
に
〜
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
。
湯
浅
教
授
は
自
殺
に
至

る
動
機
や
心
の
動
き
、自
殺
者
の
思
考
法
、

高
齢
者
の
う
つ
病
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。「
誰
で
も
悩
み
や
不
安
を

持
つ
が
、心
が
健
康
な
と
き
は『
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
』『
自
殺
は
い
け
な
い
』
な
ど

と
の
認
識
が
あ
り
、
ま
た
解
決
策
を
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
殺
に
至
る
多
く
の

ケ
ー
ス
で
は
、心
理
的
に
視
野
が
狭
く
な
っ

て
お
り
健
康
な
と
き
の
よ
う
な
思
考
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
健
康
な
人
の
視
点

で
話
を
し
て
も
逆
効
果
」と
、周
囲
が
そ
の

兆
候
に
早
く
気
づ
き
、
ま
ず
よ
く
話
を
聴

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
理
解
に
つ
な
が
る
と

話
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

れ
も
ん
の
会
代
表
の
小
坂
和
子
さ
ん
と
北

秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
道
城
希
望
会
の
津
幡

保
三
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
会
の
取
り
組
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

▲高齢者の自殺予防と心の健康づくりなどにつ

いて理解を深めた「鷹巣阿仁地域自殺予防の集い」 

◇
11
月
16
日
〜
30
日 

市
長
日
誌 

16
日（
日
）▽
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
に
出
席（
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

17
日（
月
）▽
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
工
事
安
全
祈
願
祭
お
よ
び
意
見
交
換
会

に
出
席（
増
沢
地
区
河
川
敷
、
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

20
日（
木
）▽
公
立
米
内
沢
病
院
職
員
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
出
席（
公
立
米
内
沢

病
院
） 

23
日（
日
）▽
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
） 

25
日（
火
）▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
鷹
巣
支
部
学
習
会
に
出
席（
交
流
セ

ン
タ
ー
）
▽
東
北
に
お
け
る
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に

出
席（
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館
） 

26
日（
水
）▽
公
立
米
内
沢
病
院
用
務
で
秋
田
大
学
附
属
病
院
を
訪
問（
秋
田
大
学

附
属
病
院
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席
（
大
会
議
室
）▽

公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
出
席（
米
内
沢
病
院
） 

27
日（
木
）▽
中
嶋
喜
代
氏
文
化
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

28
日（
金
）▽
新
病
院
用
務
で
上
京（
東
京
都
） 

29
日
（
土
）
▽
第
33
回
「
地
域
の
医
療
を
考
え
る

集
い
」に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

30
日
（
日
）
▽
掛
泥
自
治
会
主
催
「
町
内
交
流
タ

ン
ポ
会
」
に
出
席
（
掛
泥
自
治
会
館
）
▽

近
藤
健
一
郎
県
議「
２
０
０
８
政
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
」に
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
） 

▲川井交流センター竣工式で（11/16） 


